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製品ラインナップ

迷惑メール対策、ウイルスメール対策やメール無
害化、メール誤送信対策を実現するメールセキュ
リティ製品をはじめとして、安全なWEB環境を実
現するWEBセキュリティ製品、ランサムウェア対
策や個人情報検出・管理ができるエンドポイント
セキュリティ製品、安価でかんたんに導入・運用が
できる中小企業向けの情報セキュリティ製品と
いったラインナップで、ネットワークからエンドポイ
ントまで幅広くカバーする情報セキュリティ製品の
開発・販売を主力事業として展開しています。

インターネット

社内NW

About JSecuri ty?

日本で情報セキュリティ事業を展開しており、
インターネットを安心して利用できる世界を目指し
パートナーと共に、お客様に役立つ
セキュリティソリューションを提供しています。

私たちJS e c u r i t yは、

個人情報ファイルの管理は
正しくできてますか？

サーバー（PC含む）の
ランサムウェア対策は万全ですか？

従業員のセキュリティ教育は
できてますか？

メール送信／受信の
セキュリティ対策は万全ですか？

Surface Web

Deep Web

Dark Web

サイバー攻撃の事前対策は
できてますか？

安全なファイル共有は
できてますか？
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迷惑メールやウイルスメールを受信時にブロック。
メール無害化にも対応したメールセキュリティ。

メール送信時の誤送信やファイル添付ミスなど、
様々な人的ミスによる情報漏洩を未然にブロック。

スパムスナイパー メールスクリーン

SPAMSNIPERは、受信する迷惑メールのブロックおよびウイルスからの保護など、

フィルタリングをリアルタイムで行う、アウトバンドメールセキュリティです。

（総務省が提唱する自治体情報システム強靭性向上モデルに対応）

MAILSCREENは、ファイル転送、メールの一時保留、送信メールフィルタ、

メールアーカイブ、履歴管理などの様々なメール誤送信防止機能によって

情報漏洩対策を実現するインバウンドメールセキュリティです。
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ファイアウォール

メールサーバー

スパムメール

正常メール

ウイルスメール

※ブリッジモードおよびプロキシモードの両方に対応しています。

ユーザー

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
状況に応じて選べる設置形態

オンプレミスとクラウドどちらの環境でも利用でき、
アプライアンス版、Software版、VA版など
柔軟な設置形態を実現します。

2

マルチドメイン対応で抜群の
コストパフォーマンス

1台につき、最大1000個までの
マルチドメイン管理が可能です。

4

業界最高レベルの高い
検知率・低い誤検知率

チューニングなしで96%以上の検知率を達成し、
ほ ぼ0％の誤検知率を実現します。

3
誤送信対策も可能

メールアドレスの間違いや添付ファイルの
間違いがあった場合に送信メールを
取り消すことができます。

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
柔軟なポリシー設定

様々な情報漏洩防止機能を、メール単位、
ユーザー単位で細かく設定できます。

2
安全なファイル共有

リンク機能により、添付ファイルを送信する際に
自動でファイルを分離して安全に送信可能。

3
個人情報の検索と漏洩対策

個人情報検索機能により、個人情報を含む
メールの送信を遮断できます。

4
Gmailの誤送信対策にも対応

遅延配信や添付ファイルの自動暗号化などの
誤送信対策も可能に。

ユーザー

決裁者
（上長）

外部受信者

❹
承

認
処

理❸
決

裁
申

請
メール

❺ウイルスチェック済みで送信❷ 決裁待機

・添付ファイルのリンク化
・送信メールフィルタ
・宛先のBcc変換

・ウイルスチェック
・上長承認
・一時保留

・遮断・リターン
・アーカイブ
・送信ログ

悪意あるコードや危険なURLリンクを無効化し、ユーザーが誤って開いてしまうリスクを低減します。 柔軟なポリシー設定により、メール送信時の様々な「うっかりミス」を防止します。

❶メール送信

様々なポリシー設定
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パターンファイル不要。
未知のランサムウェアもリアルタイムで検知。

シグネチャー方式

ウイルスデータベース

既知のウイルスは
ブロック

既知のウイルスは
ブロック

振る舞検知方式 状況認識方式

異常なファイル操作は
ブロック

正規ユーザーによる
ファイル操作は許可

許可

ウイルスの動作特徴

未知のウイルスには感染してしまう。

未知のウイルスには感染してしまう。

AppCheckはウイルスパターンファイルを使用しません。

ランサムウェアの特徴を調べるのではなく、

状況認識技術により毀損されるファイルの変化をリアルタイムで検出します。

この技術により、未知のランサムウェアにも対応することができます。

セキュリティは人に始まり、人に終わる。
標的型攻撃メール訓練ソリューション。

MudFixは、実際の標的型攻撃を模した訓練メールを従業員に送信し、

標的型攻撃メールへの対応力を身につけるための訓練サービスです。

また、訓練後は教育サービスと連動して対応することが可能です。

マッドフィックス アップチェック

管理者

対象者

クラウドサーバー

❶メール訓練

❷訓練 結果

❸セキュリティ教育

❹教育結果

クリック／開封

開封しない

計画

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
訓練状況をリアルタイムに可視化

ダッシュボード上で訓練の進捗状況や結果を
リアルタイムで確認でき、効果的な改善に活かせます。

2

年間固定料金で訓練回数も
利用人数も無制限

年間固定料金なので、回数や利用人数を気にせず
何度でも訓練を実施でき、コスト管理も安心です。

3
最新攻撃手法に対応した訓練テンプレート

現実に近いテンプレートとカスタマイズで、
常に最新の攻撃手法に対応できます。

4
柔軟なタグ管理で対象別に訓練できる

部署や役職ごとにタグを設定し、
対象別に効果的な訓練や分析が可能です。

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
未知のランサムウェアにも対応

パターンファイルに頼らず、状況認識技術で新種の
ランサムウェアもリアルタイムに検知・遮断。

2
自動バックアップ＆復元機能を搭載

万が一ランサムウェアに感染しても、自動バックアップ・
復元機能ですぐに元の状態へ戻せて安心。

3
重要なファイル・フォルダをしっかり保護

企業の大切なデータを守り、ランサムウェアによる
損害行為を早期に検知し、被害を防止。

4
他社セキュリティソフトとも共存可能

現在のウイルス対策資産を無駄にせず、
追加導入でさらにセキュリティを強化。

訓練と教育を繰り返し対応することで、従業員のセキュリティ知識を向上させます。 ランサムウェアによるファイル暗号化操作をリアルタイムで監視、即座に動作を遮断します。



DarkWebを常時監視し、
情報漏洩リスクを事前に把握。
迅速な対応を行うことで、被害を最小限に。

個人情報の検出はもちろん、
その後の対処と管理もワンストップで。

DarkWebCheckは、ダークウェブ上の情報漏洩を常時監視するクラウドサービスです。

情報漏洩検知時は緊急メールが通知され、

クラウド管理画面上で対策案が記載されたレポートがダウンロード可能です。

PCFILTERは、マイナンバーやクレジットカード番号などの

個人情報を含むファイルをPCから検索し、

適切な対処と管理をサポートする個人情報検出・管理ソフトです。
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ダークウェブチェック ピーシーフィルター

緊急メール

情報漏洩

緊急メール

情報漏洩

契約
開始

契約
終了

Dark
Web

Check

調査機関内は
常時監視して

情報漏洩に対応

アカウント情報

Eメール情報

ドキュメント情報

ID、パスワードなど

組織のアカウントを利用したメール

PDF・図面などのドキュメント情報

DarkWebCheckで常時監視する項目

契約期間中はDarkWebを常時監視しています

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
面倒な操作不要で簡単に利用開始

調査したいドメイン名を申し込みいただくだけで
簡単に利用を開始することができます。

2
他サービスにはない常時監視

常駐監視を行っているのでいち早く情報漏洩を
察知することが可能になります。

3
PDF・図面などのドキュメント情報も監視

ドキュメント情報も監視することで、競合他社の
悪用による競争優位性の低下を防ぎます。

4
情報漏洩時の緊急メール配信

新たな情報漏洩があった場合にはメールを利用して
翌営業日にスピーディにお知らせします。

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
マイナンバー管理における重要ポイントに対応

管理台帳への記録、漏洩対策、消去ツール、
アクセスログなどに対応。

2

リアルタイム検査設定と
豊富な検査可能対象

名前／住所／電話番号など検査したい
個人情報を自由に設定し文書を検査可能。

3
個人情報の完全削除や暗号化が可能

日本電子政府認定の暗号化アルゴリズム
（AES256bit)を採用。復元不可能な完全削除も。

4
様々な経路からの情報漏洩予防

文書、画像ファイル内の主要情報を検知して保護し、
流出経路を遮断します。

・個人情報検知
・ファイル暗号化

個人情報の管理

・ファイルアップロード
・ファイル添付
・共有フォルダ使用

情報漏洩防止（論理的）

・ソフトウェア管理
・ハードウェア管理

PC資産管理

・USBなどのデバイス使用
・ファイル印刷

情報漏洩防止（物理的）

クラウドサーバー

管理者

ユーザーA

ユーザーB

ユーザーC

経
路
遮
断

DarkWebを常時監視することで、情報漏洩リスクを最小限にとどめます。 個人情報保護のため、検出、把握、保護（情報漏洩防止）までを一貫して対応します。



こんにちは。
ご依頼のファイルをお送りします。
以下のURLからダウンロードしてください。
https://somedomain.co.jp/xxxxx
パスワードは別送します。

送りたいファイルは、アップロードしてリンクを送るだけ。
安全でスマートな情報共有のかたち。

世界が認めるセキュリティソリューションで、
全てのビジネスに安心を

GIGAPODは、法人向けオンラインストレージサービスです。

ファイルやフォルダを共有リンクできるURLを生成し、メールなどに貼り付けて送ることで、

大容量のファイルもセキュアに送ることができます。
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会社概要

名称  株式会社 JSecur i t y

事業内容  情報セキュリティ製品・サービスの開発・販売

設立 2018年1月

資本金  5 ,000万円

所在地 〒105-5117 東京都港区浜松町2-4 -1 世界貿易センタービルディング南館17階

J S e c u r i t yについて

添付ファイルを
GIGAPOD転送

メール

添付ファイル

リンク情報からGIGAPODへアクセス

ファイルダウンロード

外部受信者送信者

主 な 機 能 と 選 ば れ る 理 由

1
外部ストレージ連携

GIGAPODのユーザーインターフェイスから
既存のファイルサーバー内のファイルを
設定変更なしで参照・コピー可能。
※対応プロトコルはFTPとSMB

2
強化された管理機能

マイフォルダ／共有フォルダ／ゲストフォルダの
組み合わせをユーザー様にて自由に
カスタマイズ可能です。

3
HTML5採用

PCブラウザへ直接ドラッグ＆ドロップ＆
ファイル単位でのアップロードに対応。
スマートデバイス用アプリも改良されています。

4
iPad専用アプリでさらに快適

スマートワークアプリ「Gate4Mobile」
（iPad専用）を活用することで、
さらなる生産性向上が可能。

MAILSCREEＮと連携することで、メール送信時に自動で添付ファイルを分離して送付することが可能です。

ゲストフォルダ機能なら、取引先と共有フォルダのように活用できます。

SSLサーバー証明書
による暗号化通信 ダウンロード

メール送信でダウンロードしてもらうだけ

の詳細はこちら！

こ れ か ら の ビ ジ ョ ン

All for Japan Security
すべては日本のセキュリティのために

日本のITセキュリティに貢献するグローバルの
製品を提供します。

日本のお客様、販売パートナー様のニーズを受けて、
新しい製品を開発します。

JS e c u r i t yは成長し続けるため情報セキュリティを超えた
サービス開拓に挑戦します。

N e w  P r o d u c t0 1

D e v e l o pm e n t0 2

N e w  S e gm e n t0 3

ゲートフォーモバイル

の進化を支える 3つの信念

私たちは、2018年にセキュリティソリューション事業を担う、株式会社JSecuri tyを立ち上げました。
コーポレートロゴは「扉」をモチーフとした形状で、片側が開いた扉は、
JSecuri tyがお客様にとって情報セキュリティ導入への入り口であり続けることと、
セキュリティ対策により明るい未来へ導く存在であることを意味します。
必要な情報の流れや、つながりを守り、
人と人、企業と未来を繋ぎ、変革を支える仲間としての役割を担います。


